
93.2%

1.7%

1.7%

3.4%

来ようと思う 来ようと思わない

その他 無回答
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84.6%

0.0%

0.0%

15.4%

来ようと思う 来ようと思わない

その他 無回答
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シャトルバスを運行
子ノ口～休屋間
（40～50分間隔）

シャトルバスを運行
焼山～子ノ口間
（20～30分間隔）

子ノ口

リストバンド提示で
商品割引などの特典

仮設トイレ
設置

ボランティアガイドによる案内
≪流れの名所体感コース≫
（石ヶ戸～雲井の滝）

ボランティアガイドによる案内
≪滝体感コース≫

（子ノ口～雲井の流れ）

・ 駐車場にマイカーを駐車
・ プロジェクト参加受付
・ シャトルバスやレンタサイクルに乗りかえ

焼山駐車場

奥入瀬渓流館
駐車場

P

P

P

休屋

リストバンド提示で
商品割引などの特典

焼山

通年で通行自粛を促す看板設置
（既存案内標識の裏面活用）

せせらぎの音を守るため、
また渋滞解消のために、
運送業等への広域迂回の協
力をお願い

本プロジェクトは、この奥入瀬の地域資源である「音」を楽しむことを
動機付けとし、「音」を定量的評価指標としてクルマ抑制を促した
新たな観光モビリティ・マネジメントの取り組みです。

クルマ抑制を促した新たな観光モビリティ・マネジメント

～奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト～

奥入瀬渓流は昭和11年に国立公園に指定され、年間200万人が来訪する貴重な自然
環境を有し、世界に誇る国民共有の財産です．特に奥入瀬渓流は国道102号と並行し
て自然遊歩道が整備され、気軽に奥入瀬渓流の自然や景観に触れることができます。

取 り組みの概要（平成30年度）

H30年度のプロジェクト参加者は370人（2日間計）でした。各種調査結果による本プロジェクトの効果検証結果の概要は、以下の通りです。

プロジェクト実施による効果が確認できた一方で、プロジェクト参加者、奥入瀬渓流来訪者へのアンケート調査結果等からは、認知度不足等の様々な課題も確認できました。
明確になった課題を踏まえつつ、有識者や市民らで構成される奥入瀬渓流利活用検討委員会、青森県、十和田市、プロジェクトに関連する団体等と連携しつつ継続していきます。

参加者数は昨年度の２倍以上に増加、散策時間も長時間化 外国人旅行者も含む多くの来訪者はプロジェクトに共感

音 を動機付けとした本取り組み

【実施区間及び日時】
■国道102号の奥入瀬渓流区間約10kmの車両進入自粛を要請
■平成30年8月25（土）～26（日） 10：00～14：00（1時間延長）

【ターゲット】
■マイカーで来訪する観光客 ■国道を通過する業務交通の貨物車

【マイカー来訪者へのインセンティブ等】
■散策促進ツール：代替交通シャトルバス運行、仮設トイレの2箇所設置
■ボランティアガイド：シャトルバスに高校生およびNPOガイドが同乗しガイドサービスを実施
■参加者特典：商品・軽食割引 等（焼山、休屋地区での遊覧船乗船料等割引特典の拡充）

【コミュニケーション手法】
■「せせらぎ音を守る」ことを動機付けとし、ポスター、パンフレットのデザイン刷新、ホームページやSNSによる情
報発信を積極的に行い、マイカーでの来訪／業務貨物車等の通行の自粛を要請

自発的な協力を促す事で、地元や道路利用者の意識醸成を図る

▼奥入瀬せせらぎ体感プロジェクトの認知度

道路情報板による呼びかけ

渓流区間の安全性向上・環境負荷低減・音環境向上による、観光地
としての魅力向上

目的１

目的２

得 られた効果

今 後の展開

参加して楽しめるイベント等の検討・実施展開２

多くの方の“目に触れ、共感される”広報の継続・強化展開１

“焼山”・“子ノ口”・“休屋”の連携強化による周遊促進展開３

プロジェクトの認知度
を上げ、参加を促し、
奥入瀬渓流の良さを
多くの方に知ってもらう

▼SNSでの情報発信
（Twitter投稿例）

▼平成30年度奥入瀬せせらぎ体感プロジェクトパンフレット（英語・中国語（簡・繁）版も作成）

また、環境省の「残したい日本の音風景100選」に選ばれ、自然や景観のみならず、川のせ
せらぎや鳥のさえずりの「音」を楽しめる観光地でもあります。しかし、国道102号の渓流沿い
では、多い日で4000台以上の車両が通行し、その走行音で自慢の「音」が楽しめないだけ
でなく、自然遊歩道の安全な散策やサイクリングの妨げにもなっています。

▼十和田西高生およびNPO法人
十和田奥入瀬郷づくり大学によるボランティアガイド

▼仮設トイレの設置
（銚子大滝付近）

【問い合わせ】
国土交通省 東北地方整備局
青森河川国道事務所
担当：調査第二課

木村（きむら）
017-734-4570（直通）
kimura-s82ab@mlit.go.jp

※赤字はH29年度プロジェクト課題等を踏まえた対応事項

▼プロジェクトイメージ

▼実施日別奥入瀬せせらぎ体感プロジェクト参加者数

▼奥入瀬渓流での散策時間 ▼プロジェクト参加者の再来訪意向

▼奥入瀬渓流来訪者（参加者以外）の

取り組みへの共感

36.7%

9.0%

63.3%

91.0%

0.0% 50.0% 100.0%

青森県内在住

n=30

青森県外在住

n=100

知っていた 知らなかった

【H30年度】【H29年度】

46.2%

14.7%

53.8%

85.3%

0.0% 50.0% 100.0%

青森県内在住

n=104

青森県外

n=204

知っていた 知らなかった

▼外国人旅行者（参加者以外）の

プロジェクトに対する評価

通行自粛時間帯ではマイカー、業務交通ともに削減

▼H30 惣辺交差点子ノ口断面 通行自粛時間帯交通量
2日間合計（通行自粛時間帯：10～14時 計4時間）

▼H29 惣辺交差点子ノ口断面 通行自粛時間帯交通量
2日間合計（通行自粛時間帯：10～13時 計3時間）

▲プロジェクト時の状況（車両通行抑制時）▲観光シーズンの混雑時の状況
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H29 H30

2日間計：128人 2日間計：370人 H30参加者ヒアリング結果 n=118

昨年からの
継続参加

継続参加

5.1％
初めて参加

85.6％

居住地
県内

33.1％
県外

65.3％

宿泊・日帰り
宿泊

62.7％
日帰り

35.6％

県内での主な
交通手段

県内客）自家用車 92.3％
県外客）レンタカ－ 36.4％

（人）

64.4%

34.6%

1.0%

共感出来るので協力したいと思う
主旨はわかるが今は協力できない
無回答

n=309

81.5%

18.5%

0.0%

共感出来るので協力したいと思う
主旨はわかるが今は協力できない
無回答

n=130

【H29年度】 【H30年度】

38.3%

46.7%

13.3%

1.7%

非常に良い 良い ふつう 良くない

n=60

８割以上が
プロジェクトに
肯定的

19.2%
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7.7%

15.4%

1時間以内 2時間程度

3時間以上 無回答

n=26

11.9%

46.6%

32.2%

9.3%

1時間以内 2時間程度

3時間以上 無回答

n=118

散策時間がH29年
度より長時間化
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H29年度より
約17ポイント上昇

通行自粛時間帯
（計4時間）

マイカー133台減少
（削減率12.7%）
業務交通43台減少
（削減率37.4%）

通行自粛時間帯
（計3時間）

マイカー186台減少
（削減率23.1%）
業務交通16台減少
（削減率17.2%）

H29年度より
約９ポイント上昇

２時間以上が
約８割


